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市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
人
権
意
識
を
一
層
高
め

て
い
た
だ
く
た
め
、「
人
権
同
和
・
企
業
人
権
教
育
講
座
」
を
左
記

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
こ
の
講
座
は
ど
な
た
で
も
無
料
で
受
講

で
き
ま
す
の
で
、お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
、大
勢
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

大
勢
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を

人
権
同
和
・
企
業
人
権
教
育
講
座
の
ご
案
内

応
募
期
間

６
月
１
日
㈪
～
６
月
30
日
㈫

助
成
金
の
交
付
対
象

① 

青
少
年
の
健
全
育
成
に
か 

か
わ
る
自
主
的
な
組
織
で
、
市

内
を
活
動
基
盤
と
し
、
年
間
を

通
じ
て
地
域
等
で
子
ど
も
た
ち

の
た
め
に
活
動
す
る
団
体
。

②
「
米
持
邦
雄
青
少
年
育
成
基

金
」
運
営
委
員
会
が
適
当
と
認

め
た
次
の
団
体
。

（
ア
）
青
少
年
健
全
育
成
に
関

し
、
特
に
顕
著
な
功
績
が
認
め

ら
れ
る
団
体

（
イ
）
学
校
週
５
日
制
に
伴
い
、

新
た
に
健
全
育
成
を
目
的
に
活

動
し
よ
う
と
す
る
団
体

交
付
の
条
件

① 

団
体
と
し
て
の
育
成
事
業

に
か
か
る
計
画
と
予
算
が
策
定

さ
れ
て
い
る
こ
と
。

② 

補
助
金
の
収
入
が
当
該
団

体
の
主
た
る
収
入
で
な
い
こ
と
。

③ 

当
該
年
度
に
飯
山
市
か
ら

当
該
活
動
に
伴
う
補
助
金
を
受

け
る
予
定
が
な
い
こ
と

④ 
当
該
年
度
に
飯
山
市
か
ら

補
助
金
が
交
付
さ
れ
て
い
る
団

体
等
か
ら
助
成
金
を
受
け
る
予

定
が
な
い
こ
と
。

※
前
項
の
他
、
米
持
邦
雄
氏
の

精
神
と
遺
志
に
沿
う
も
の
と
、

委
員
会
が
助
成
金
の
交
付
を
特

に
必
要
と
認
め
た
団
体
に
つ
い

て
も
、助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
経
費

　

事
業
計
画
に
基
づ
く
事
業
は

す
べ
て
対
象
と
な
り
ま
す
が
、

団
体
運
営
の
た
め
の
経
費
は
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
。
具
体
的
な

内
容
に
つ
い
て
は
募
集
要
項
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

助
成
額

① 

年
間
に
10
万
円
の
範
囲
内
。

② 

１
団
体
で
５
回
ま
で
、
助
成

を
受
け
る
こ
と
が
可
能
。

応
募
方
法

 

「
助
成
金
交
付
申
請
書
」
に
総

会
資
料
等
事
業
内
容
、
予
算

等
が
わ
か
る
資
料
、
役
員
・
会

員
名
簿
を
添
付
し
、
事
務
局
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
募
集
要
項
、
申
請
書
は
事
務

局
の
ほ
か
、
各
地
区
活
性
化
セ

ン
タ
ー
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。

ま
た
飯
山
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

選
考
お
よ
び
決
定
方
法

　

審
査
に
よ
り
、
助
成
金
交
付

団
体
お
よ
び
助
成
額
を
決
定
。

（
７
月
予
定
）

お
問
い
合
わ
せ
先
（
事
務
局
）

市
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
生
涯

学
習
課
生
涯
学
習
係
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�
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青
少
年
の
健
全
育
成
に
か
か
わ
る
活
動
を
支
援

「
米
持
邦
雄
青
少
年
育
成
基
金
」 

助
成
団
体
募
集

　
米
持
邦
雄
さ
ん
は
平
成
13
年
２
月
に
、
ご
夫
妻
で
生
涯
に
わ
た
っ
て
蓄
え
ら
れ
た
お
金
を
飯
山
市
の
た

め
に
活
用
し
て
ほ
し
い
と
寄
付
を
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
病
気
の
た
め
に
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
飯
山

市
で
は
、
そ
の
ご
遺
志
を
受
け
継
ぎ
、
寄
付
金
の
一
部
を
「
米
持
邦
雄
青
少
年
育
成
基
金
」
と
し
て
助
成

事
業
を
創
設
し
、
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
平
成
21
年
度
の
飯
山
市
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
各
地
区
育
成
会
長
と
、
飯
山
市
青
少
年
育
成
補

導
セ
ン
タ
ー
補
導
員
の
み
な
さ
ん
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
両
会
の
み
な
さ
ん
は
、
青
少
年
健
全
育
成
の
た
め
に
、
日
々
地
道
な
活
動
を
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
ど
う

ぞ
本
年
度
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
に
ご
理
解
と
ご
支
援
を
お
願
い
た
し
ま
す
。

（
名
前
は
す
べ
て
敬
称
略
）

■
市
役
員

会　

長　

関
谷
公
典

副
会
長　
坪
根
一
幸

副
会
長　

伊
東
辰
昭

■
各
地
区
会
長

◇
飯
山
地
区
…
関
谷
公
典

◇
秋
津
地
区
…
坪
根
一
幸

◇
木
島
地
区
…
伊
東
辰
昭

◇
瑞
穂
地
区
…
大
平
勇
一

◇
柳
原
地
区
…
丸
山　

昇

◇
富
倉
地
区
…
阿
部
武
志

◇
外
様
地
区
…
久
保
田
正
宏

◇
常
盤
地
区
…
福
澤
元
久

◇
太
田
地
区
…
栗
山　
敬

◇
岡
山
地
区
…
斉
藤
伸
一

子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
役
員
、青
少
年
育
成
補
導
員
の
皆
さ
ん

飯
山
市
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会

（
21
年
度
期
）

■
市
役
員

会　

長　

佐
藤
誠
一

副
会
長　

栗
林
俊
男

副
会
長　
大
月　

肇

飯
山
市
青
少
年
育
成
補
導
員
会

（
21
・
22
年
度
期
、
○
印
は
班
長
）

■
各
小
学
校
区
補
導
員

◇
飯
山
小
学
校
区
１
班
…
○
佐

藤
誠
一（
奈
良
沢
）、
高
橋
繁
夫

（
新
町
）、
荒
井
正
樹
（
上
町
）、

石
澤
日
出
夫
（
鉄
砲
町
）、
津

久
井
操
（
上
倉
）、
清
水
敏
幸

（
飯
山
小
）、
田
中
裕
幸
（
一
中
）、

佐
藤
真
一（
飯
山
高
）

◇
飯
山
小
学
校
区
２
班
…
竹
井

厚（
市
ノ
口
）、
遠
山
貴
裕（
福

寿
町
）、丸
山
聖（
北
町
）、
牧
野

内
澄
登（
飯
山
小
）、
綿
貫
友
洋

（
一
中
）、駒
津
憲
雄（
飯
山
北
高
）

◇
秋
津
小
学
校
区
…
○
渡
邉
信

一（
中
町
）、石
澤
恵
子
（
上
組
）、

藤
澤
伸
治
（
荒
船
）、
品
澤
義

之
（
秋
津
中
央
）、
藤
田
波
留

美（
秋
津
小
）、野
村
正
樹（
一
中
）

◇
木
島
小
学
校
区
…
○
栗
林
俊

男（
吉
）、布
施
谷
正
志（
安
田
）、

渡
辺
輝
信
（
野
坂
田
）、
丸
山

明
由（
下
木
島
）、笠
原
千
絵（
木

島
小
）、
石
田
晴
久
（
二
中
）

◇
東
小
学
校
区
…
○
大
月
肇

（
富
田
）、
岡
本
明
美
（
中
組
）、

大
平
清
美
（
関
沢
）、
高
澤　

勇
一（
神
戸
）、佐
々
木
良
一（
東

小
）、
村
井
岳
人
（
二
中
）、

◇
常
盤
小
学
校
区
…
○
飯
塚
茂

喜
（
下
水
沢
）、
鈴
木
昭
雄
（
大

倉
崎
）、
山
田
照
清
（
小
泉
）、

宮
内
春
夫
（
常
盤
小
）、
中
澤

真
一（
三
中
）

◇
泉
台
小
学
校
区
…
○
丸
山
稔

（
藤
ノ
木
）、
柳
透
（
小
佐
原
）、

上
岸
隆
治
（
滝
ノ
脇
）、
小
林

則
夫
（
中
曽
根
）、
小
林
誠
（
泉

台
小
）、
丸
山
勇
樹
（
二
中
）

◇
戸
狩
小
学
校
区
…
○
福
沢
孝

（
瀬
木
）、
増
山
俊
夫
（
柏
尾
）、

杉
山
浩
人
（
小
境
）、
佐
藤
光

信
（
戸
狩
新
田
）、
市
川
賢
（
上

境
）、
坪
井
純
子
（
戸
狩
小
）、

小
林
則
夫
（
三
中
）

◇
岡
山
小
学
校
区
…
○
山
本

寛
（
西
大
滝
）、
小
田
切
豊
（
桑

名
川
）、
志
村
俊
之
（
岡
山
小
）、

須
田
昭
男
（
三
中
）

●会場　飯山市公民館 2 階　講堂　　　●時間　午後 4 時～ 5 時 15 分
●お問い合わせ　人権政策課 人権同和係　☎ 62―3111　内線 370

開催日 演題（仮題） 講師

6 月26 日（金）「おもい」からこそ価値がある
　 部落問題 その現実から

ＮＰＯ法人 
人権センターながの事務局長
　高橋典男 さん

7 月7 日（火） シナノケンシ 仕事と家庭生活の 
両立支援の取り組み

シナノケンシ（株）
事業推進本部 人事・総務グループ
　寺尾雄二郎 さん

7 月31日（金） 障害者と高齢者の人権 前 山形村障害者相談センター長
　大池幸一郎 さん

8 月10 日（月）ユダヤ人と人権
早稲田大学
政治経済学術院　教授
　斉藤寿雄 さん（飯山市出身）

9 月11日（金）パワーハラスメント・セクシュア
ルハラスメント

（株）コミュニケーションズ・アイ 
代表取締役　伊藤かおる さん

10 月6 日（火）仏教と人権 長福寺 住職　藤澤好文 さん

お
問
い
合
わ
せ

ス
ポ
ー
ツ
生
涯
学
習
課

生
涯
学
習
係

☎
�
３
１
１
１　
内
線
３
５
２

米
持
邦
雄
青
少
年
育
成
基
金

平
成
20
年
度
交
付
実
績

・
交
付
団
体
数　
17
団
体

・
交
付
金
総
額   

１
４
４
万
円

　6 月21日、第 40 回みゆき野ライン飯山市ロードレー
ス大会を開催します。今年で 40 回を数える本大会は、
戸狩温泉を主会場に新緑のみゆき野ラインを駆け抜ける
気持ちの良いコースで開催。自然を楽しみながら走る、都
市マラソンとは違った魅力を持つロードレースです。
　市民の皆さんの大勢のご参加、沿道でのご声援をお待ち
しています。

●受付会場・スタート　戸狩温泉トピアホール
●種　目
　1.5km・3km・5km・10km・20km・ウォーキング
●参加資格　小学生以上
●参加料　小・中学生 1000 円、高校生 1500 円、
　　　　　一般 2000 円、ウォーキング 1000 円
※参加賞として大会オリジナルＴシャツをプレゼントします
●申込締切　6 月10 日（水）
※申込書はスポーツ振興係にあるほか、市ホームページ
　からダウンロードできます。

第 40 回
みゆき野ライン飯山市ロードレース大会
　6月21日 ㊐　開催
　戸狩温泉トピアホール　スタート

　大会概要　

■お問い合わせ・お申し込み
教育委員会スポーツ生涯学習課　スポーツ振興係
　　☎６２－３１１１　内線 353、354


